
 

 

 

 

 

 

「新指導部が目指す、安全で健康な学校生活」 

指導部 

 
今年度、新しい体制となった指導部の活動を紹介します。 

昨年度までは、「生徒指導部」と「保健体育部」の二つの部門で業務に取り組んでいましたが、今

年度より両部門を統合し、新たに「指導部」としてスタートしました。この統合により、より一層

効果的な教育支援を目指して、幼児児童生徒の安全と健康を守るために、安全管理、いじめ対策、

交通安全を主な業務に取り組んでいます。 

具体的には、児童会や生徒会の活動を通じて、児童生徒自身が主体的に取り組む機会を提供して

います。自主的な活動は、児童生徒のリーダーシップや社会性を育む貴重な経験となります。 

 交通安全については、4 月、7 月、1 月の３回、教員が通学路３カ所に立ち、子どもたちの安全

を確保するための活動を行っています。今後地域の皆様や保護者の皆様にもご協力をお願いするこ

とがあるかと思います。その際は、何卒よろしくお願い致します。 

さらに、心の健康を支えるために、本校では今年度からスクールカウンセラーを配置しました。

スクールカウンセラーは、児童生徒の心のケアや相談支援を専門的に行い、学校環境をより良いも

のにするための役割を担っています。カウンセリングを通じて、児童生徒が安心して学び、成長で

きる場所を提供することを目指しています。また、保護者や教職員に対するサポートも行い、子ど

もたちの心の健康を総合的に支える体制を構築しています。 

 次に、保健体育においては、幼児児童生徒の発育や体力向上、健康管理に関する業務を行ってい

ます。具体的には、水泳学習やスキー学習などの企画運営を行い、体力向上を図っています。  

９月に旭川聾学校で開催された全道聾学校スポーツ交歓会では、

小学部 5 年生以上の児童生徒を引率し、交流の場が安全で楽しい

ものとなるよう取り組みました。この体験は子どもたちにとって非

常にかけがえのない思い出となったことと思います。 

健康管理に関しては、特に暑い夏に対応するために、今年度は各

教室に簡易式クーラーを設置しました。来年度には、さらなる改善

としてルームエアコンが複数の教室に設置される予定です。猛暑の中でも快適に学習できる環境を

整えていきたいと思います。冬の季節には、加湿器を教室に一台設置し、乾燥対策を行っています。

このように季節に応じた対策を講じることで、幼児児童生徒が安全に学習できる環境を整えていき

たいと考えています。  

また、給食に関しても、セレクト給食や全国給食週間、全道聾学校交流献

立給食など、食育に関する取り組みを行っています。健康的でバランスの取

れた食事は、身体の成長だけでなく、学習効果にも直結する重要な要素であ

ると考え、健康的な食生活の実現を目指していきます。指導部の業務は多岐

にわたりますが、全ては幼児児童生徒の健全な成長を支えるための取り組み

であり、教育環境の質を向上させることを目指しています。  

私たちの活動の一つ一つが、全ての幼児児童生徒が心身共に健康で、安心

して学ぶことができる環境に繋がるように取り組んで行きたいと思います。統合を通して、より一

層の連携を図り、教育活動の深化を図る中で、教職員、保護者、地域の皆様が一体となった教育支

援が不可欠です。今後とも、皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 
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幼 稚 部  学習発表会を 振 り 返 っ て  
年少組は、踊り「６にんのこびとたち」、年中組は、器楽  

「もりのおんがくか」年長組は、劇「きたかぜとたいよう」  
という内容で発表をしました。年少組はたくさんの人に見ら  
れて、恥ずかしがる子もいましたが、最後はみんなで一緒に  
踊ることができました。年中組は、動物たちになりきって元  
気いっぱい歌ったり、楽器を演奏したり、リトミックを披露  
したりすることができました。年長組は、セリフを忘れてし  
まう子もいましたが、子どもたちがそれに対応しながら、子  
どもたちだけで劇を進めることができました。それぞれが役  
になりきっていたところも格好良かったです。みんな、大好  
きな家族に見 てもら うために 一生 懸命練 習し、とって も立派 に発表するこ とがで きました。
（桑谷）  

 

幼児児童生徒の様子 

小学部  学習発表会をふりかえって  
今年度は、学部を５つのグループに分けて行いました。1・2 年

生は「ぼくたち、わたしたち、かんさつ名人」、 3 年生は「ふし
ぎなボタンークイズ発表会―」、 4 年生は「へいわってどんなこ
と」、５・６年生は「明るい未来へ」、重複学級は「せいしょうね
んかがくかんへいこう！  器楽～ジュピター」という内容で発表
をしました。花や種のことを調べて発表、自分の好きな本からク
イズを出題、自分にとっての平和について考えたことの発表、戦
争をテーマに自分たちの思いを発表、校外学習 での学びを発表な
ど、様々 でした。どのグループも、自分たちの考え たこと、まと
めたことを発表していました。（秋山）  

 
中 学 部  地 域 と の繋がりを 未 来 に  

「今年 の学 習発 表会 どうす る？ 」「 たし か…こ の前 、授 業で 亜麻の
種植えたよね！それについて発表するのはどう？」発表した劇の 1
場面の台詞です。「わたしたちが繋ぐ未来～亜麻と地域を結び、人の
輪を紡ぐ～ 」とい う 発表はこう して始 ま ります。あ さぶ亜 麻 保存会
の方からお 話を聞 く 機会をいた だき、 自 分たちで考 えた劇 ・ 音楽や
ダンスなど の表現 ・ 動画の作成 ・クイ ズ ・プレゼン などの 作 成を通
して亜麻の歴史（過去）から、亜麻を伝承するために、わたしたちに
できること という と ころ に焦点 をあて 練 習に励んで きまし た 。劇の
中 で 『  「 わ た し た ち に で き る ことって なんだろう ？」「 も っともっ
と、亜麻を 北区に ひ ろめたいよ ね！・ ・ ・これから も 、亜 麻 を通し
て、私たちと地域を結ぶ方法を、もっと考えていこう」  』という台
詞がありま す。生 徒 たちが考え た亜麻 の 生かし方の 一部を 紹 介しま
す。生徒たちの今後の取り組みが楽しみです。（久光）  

 ２日（月）朝会（小・中） 
３日（火）二計測（幼） 
５日（木）もちつき（幼） 
９日（月）講師招聘研修会（14:15下校） 

１０日（火）PTA研修会 
      校外学習（中C） 
１１日（水）誕生会（幼） 
１２日（木）もちつき（乳） 

安全を守る指導（中） 
PTA手話サークル⑦ 

１６日（月）クリスマス会（幼） 
１８日（水）学級懇談（小～23日）、セレクト給食 

１９日（木）スポーツ大会（中） 
クリスマス会（舎） 

２０日（金）SC来校日、児童会全体遊び（小） 
２３日（月）くりすますかい（乳） 
２４日（火）第2学期終業式 

学級懇談（幼）、大掃除（小・中）  
幼稚部（11:15下校） 
小・中学部（10:45下校） 

２５日（水）冬季休業日（～1/15） 
      英語学習会（中、～27日） 
２６日（木）冬季講習会（中3、～27日） 
【日程調整中】 耳鼻科相談日 

～１２月行事予定～  

も の 作 り と し て  

・ 亜 麻 の シ ー リ ー ン グ ワ ッ ク ス  ・ ド ラ イ フ ラ ワ ー  ・ ブ リ ザ ー ド フ ラ ワ ー  ・ 亜 麻 の 香 水  

・ ヘ ア ピ ン 、 ア メ リ カ ピ ン  ・ ハ ー バ リ ウ ム  ・ 亜 麻 の 写 真 を 服 に プ リ ン ト す る 。  
・ 亜 麻 の 缶 バ ッ チ  ・ 靴 下 に 亜 麻 の 模 様 を 入 れ る 。  ・ 亜 麻 の ネ イ ル  ・ 亜 麻 の バ ブ ー シ ュ カ  
活 動 と し て  

・ あ さ ぶ 亜 麻 保 存 会 の 方 た ち と 一 緒 に 亜 麻 を 育 て る  
・ お 客 さ ん な ど に 種 を 配 る  ・ 札 聾 前 に 、 亜 麻 の 花 を 植 え る  


